
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参加者からの声≫ 

・これからも続けて下さい。 

・夏の思い出になりました。 

・色々な体験ができ、素敵な経験になりました。 

・普段、木に触れる機会がないので新鮮でした。 

・夏休みの宿題としていかせそうです。 

・楽しかった。また来たいです。  など 

夏休み特別企画！！“今年の夏は環境にやさしく過ごそう！”をテーマに

環境情報センターの施設全体を開放し、中央区の森や森林保全に関する展示

やさまざまなワークショップを実施しました。イベントは、7 月 27 日から

7 日間開催し、1,000 名以上の方にご来場いただき大盛況となりました。 

ご来場いただいた皆様ありがとうございました。 

7.27 みんなでアート！もりもりつみ木 
7.28 丸太切り体験/生物顕微鏡作り/環境紙芝居読み聞かせ 
7.29 貯金箱づくり/竹細工ワークショップ 

7.31 ミニカーづくり /アロマ・サマーミストづくり 

8.2  多肉植物寄せ植え/アロマ・サマーミストづくり 
8.1  講座『ボトルアクアリウムをつくろう！』 

7.30 講座『どきどき電気のフシギ体験教室 

【実施講座】 
・めだかのすむ世界（7/22） 

・どきどき電気のフシギ 

体験教室（7/30） 

・ボトルアクアリウムを 

つくろう！（8/1） 

・宇宙環境講座ﾐｯｼｮﾝ４（8/7） 

～ペットボトルロケット 

打ち上げカウントダウン！～ 

・ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 

環境ものづくり教室（8/18） 

・エコ寺子屋（8/27） 

 

≪参加者からの声≫ 

・実験がおもしろかった。 

・いつも体験できないことが体験でき 

てよかった。 

・新たな知識が得られてよかった。 

など  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

１０月１７日（土）   

１４:００～１５:３０ 

銀座のみつばち奮闘記           

～みつばち目線の環境づくり～ 

１８歳以上    

２０名           

銀座のビルの屋上で取り組んでいる養蜂からみ

つばちと環境との関わりについて学びましょう。 
９月３日～ 

１０月１０日 

１０月２４日（土）     

１０:００～１２:００ 
ハロウィン・クリーン大作戦 

小学生と   

その保護者         

２０組        

ハロウィンの仮装で京橋の町をきれいにしよう！

簡単なゲームも行います。 

９月３日～ 

１０月１４日 

１１月２１日（土）         

１４:００～１６:００ 
My はしづくり教室 

小学生  
（２年生以下は

保護者同伴）    
２０名         

折れてしまったプロ野球バットの廃材をつかって

Myはしをつくりましょう。 

１１月３日～

１１月１１日 

１１月２５日（水）         

１８:３０～２０:３０ 
エコ・プラントの不思議                              

～身近な緑で省エネ対策～ 

１８歳以上    

２０名         

部屋に観葉植物などをおくことで湿度がコントロ

ールされ省エネにもつながることを学びましょう。 

１１月３日～ 

１１月１７日 

１２月１２日（土）         

１３:３０～１６:００ 

里山竹林再生活用プロジェクト                              

～ﾐﾆ門松＆竹紙ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ              

ｸﾘｽﾏｽｶｰﾄﾞづくり～ 

１８歳以上       

２０名         

間伐した竹や竹からできた竹紙でミニ門松やク

リスマスカードをつくりましょう。 

１１月３日～

１２月２日 

ケヤキ（欅） 

中央区立環境情報センター 
  

〒104- 0031 中央区京橋 3- 1- 1 東京スクエアガーデン６Ｆ 

京橋環境ステーション内 

ＴＥＬ.０３－６２２５－２４３３  ＦＡＸ.０３－６２２５－２６９９ 

http://eic - chuo.jp/ 
 

開 館 時 間 9：00～21：00 

休  館  日 年末年始（１２月２９日～１月３日) 

発    行 中央区立環境情報センター 

業務受託者 株式会社小学館集英社プロダクション 
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秋になり、穂をつけた稲は刈り

取られ天日で干して脱穀されま

す。実を取った残り（藁
わ ら

）は、様々

なものに再利用されていました。 

葉と稲穂は藁葺き屋根や土壁 

の中に混ぜて使い、茎は弾力性を生かし草履や米俵、酒

樽の薦
こ も

や莚
むしろ

、鍋敷きや束子、籠という様に部分に分けて利

用しました。その他にも保温力があるため、お櫃
ひつ

入
い

れや蓑
みの

、

雪駄や雪靴、納豆や魚の包装などに適していました。 

使い古した後も燃料として使い、出た灰は肥料として畑に

返されました。こうして当時の人々のくらしの中で循環されて

いたのです。 

http://blogs.yahoo.co.jp/ohtani5/GALLERY/show_image.html?id=16944405&no=0

